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 ７月 第８０号 

THE Y’S MEN’S CLUB OF NAGANO 

        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

201７～201８年度主題 

 国 際 会 長 主 題「国境なき友情」“Fellowship across the Borders” 

 ア ジ ア 会 長 主 題「ワイズ運動を尊重しよう」“Respect Y⁷s Movement” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「広げよう ワイズの仲間」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「楽しもうよ 仲間とともに」 

  長野クラブ会長 「今できることをなんとかやってみよう」 
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そして皆さんのお考えを聞かせてください。 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

  

 

 

 

                              

 

 

 

 

６月データ 

在籍会員   １４名  

例会出席者   ９名 例会出席率 ６４％ 

（メイキャップ・メネット含む） 

ゲスト     １名  

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

監査  塩入 隆 

ブリテン  小林美彦、堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

        ７月 例会案内  

 

 日 時  2017 年 ７ 月 １ ９ 日 （ 水 ）

6:30pm~8:30pm会場 レストランやま  

１．開会点鐘              会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条今月の仏句  

３．会長あいさつ         

４．ビジター・ゲスト紹介 

５．２０１６－７期の会計と活動報告、 

  ２０１７－８期の事業予定  

６、卓話「あずさ部長として私の活動指針」 

   あずさ部長 大野貞次氏 

７．ワイズディナー 

                       

８．自由トーク 

９．ＹＭＣＡの歌、あずさ部の歌    

１０． 閉会点鐘          会長                                 

     

 

          

    

これからの一年をよろしく  森本俊子 

 なんと、もう一年会長をさせていただくことになりました。 

今頃いうのもなんですが、長野クラブらしく活動しようと思える

ようになってきました。今いるメンバーでやれることはとても限

りがありますが、でも区大会をホスト出来た経験が、他クラブの

ワイズメンともつながることができ、助けられて、活動が広がっ

ています。プルタブ集めの果実の車椅子を長野クラブが頂戴出

来、東山荘へ寄贈することができました。さらにＹＭＣＡが補助

棒（ＪＩＮＲＩＫＩ）を購入して、車いすでのアウトドア散策を

楽に進めてくださることが実現しました。 

７月１２日付けの信濃毎日新聞によれば信州大学の加藤先生

が障碍者のアウトドアライフの実現を研究テーマになさるよう

です。私たちは小林ワイズを中心にして車椅子の体験会やユニバ

ーサルなスポーツ競技会の開催をしてみたいです。 

栄村の収穫祭例会も多くのワイズメンを誘って楽しく集いた

いと思います。 

 会員の皆さんがそれぞれかかわっておられる活動にも協働していきたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

  

 

 

      

 

 

 今月の仏句  

ダンマパダ１９ 

たとえためになることを数多く語るにしても、それを実行しないならば、その人は怠っているのである。 

牛飼いが他人の牛を数えているように、かれは修行者の部類には入らない。     福島貴和 選 

>            

 

例会のご案内 

毎月第３水曜日 （８月は第４Ⅱ３日） 

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林書記） 

 

 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

    

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

                  

６月の例会報告 

 

出席者 岩田幸男、久保田恵子、倉石美津子、小林美彦、小林晶子（メネット）丁胤植 

福島貴和、堀内雅俊、森本俊子、 

ゲスト 玉木一成さん（公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 本部理事） 

福島ワイズの司会により開会、開会点鐘、ワイズソングの後、会長挨拶とゲスト紹介。 

卓話は、公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 本部理事で過日戸隠で行われた車椅子で奥社ま

で行く体験をしてくださった長野市在住の玉木一成氏が電動車いすに乗って来訪し、「１９９８長野

オリンピック・パラリンピック～２０２０東京オリパラで変わったこと」と題して卓話をしてくださ

った。 

障がい当事者のかかわり方とオリンピックとパラリンピックが一緒になった点が大きく変わった

こと。玉木さんは当事者の会から 代表として東京都で開かれる東京版ガイドラインの検討会に電

動車いすを駆使して長野から参加し、競技会場の建設、アクセシブル経路の対策、接遇の問題などの

検証を行っている。ＰＣ開催の時、各競技場の車いす席から、前の客が立っても視野を遮られない設

計にしてもらうとか、一過性のイベント対策でないように要望している。 

新国立競技場建設ワークショップ開催時に主張したこととして、仮設席も含めた総座席数に占め

る車椅子席と介助者席の数を１．２％、通路幅を車椅子がすれ違える１８００ミリメートル以上にと

か、エレベーターのかごの幅と開口部の幅を同じにしてほしいとか、車いす席を分散化するようにと

か多機能トイレの機能の分散化などを希望したり、充電用コンセント（電動車いす用）の設置を希望

したとのこと。これらはレガシーとなりうる施設であり、万が一の災害時にも対応がし易いようにと

の考えから主張したとのことでした。電動車いすは便利ですが、大きいので、例会場「やま」 

の２階まできていただくのはとてもたいへんでした。「やま」のスタッフの方が一生懸命サポート

してくださり、やっとのことで移動できました。中御所の自宅まで雨の中を合羽で帰られた玉木さん

の無事をメール確認した時は、ホッとしたものです。  

 

 

 

 

 

玉木一成氏の卓話されるご様子 

白馬の車椅子体験会のチラシ 



                             

 

 

 

 

 

クラブ会費の振込をお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティ
ア参加に直結しています 
。今年度前期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込
みをお願いします。（1年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 
これからの予定 

 
７月１５日（土）あずさ部評議会 松本 
７月１９日（水）キックオフ例会 

 レストランやま 
     大野新部長訪問 

７月２９日（土）車椅子体験会（白馬五竜） 
 

８月１１日（祝）聖地に平和を！交流会 
 ふれあい福祉センター 

８月２３日（水）例会 レストランやま  
  いつもと違って第４水曜日です。 
９月は第３水曜日 ２０日です。 

 YMCAだより          露木淳司 

   

10月 1日からＹＭＣＡは生まれ変わります 

  

今、全国のＹＭＣＡは一丸となってブランドの再生

に取り組んでいます。ＹＭＣＡが実現したい世の中の

姿は、互いを認め合い、高め合う「ポジティブネット」

のある豊かな社会です。そして「みつかる」「つながる」

「よくなる」・・・これがＹＭＣＡがそれぞれの地域社

会に向けて新たに発信するブランドバリューとなりま

す。 

6月 17日、御殿場の東山荘において日本ＹＭＣＡ同

盟協議会が行われました。その席上で、3年もの月日を

かけて検討されてきた新しいＹＭＣＡブランドの象徴

となるスローガンとロゴマークが発表されました。こ

れによりオールジャパンＹＭＣＡは、一つのブランド

としてまとまり、山梨のような小さなＹＭＣＡも全国

規模のスケールメリットを生かした活動ができるよう

になります。共通のデザインの印刷物や看板、ユニフ

ォームなどを用いて、10月 1日から全国共通の活動が

一斉に開始されます。もちろん外見だけでなく、事業

内容や働くスタッフのありようも、共通の、高品質の

ものが求められてきます。ＹＭＣＡならではのプログ

ラム、安心感、信頼といったものが要求されてくるの

です。不安や緊張は伴いますが、期待感も日に日に増

してきています。 

この夏、既に「わいわい地球塾」に３００名以上の参

加申込みがありました。そのうち約半数が新規会員で

す。山梨ＹＭＣＡでは、万全の準備をして一足先にこ

の子供たちに、ブランドバリューをシェアしＹＭＣＡ

ファンとして定着してもらおう、と意気込んでおりま

す。 

 

2017-2018年度 第１回メネット委員会に出席して 

            メネット 小林晶子 

７月５日（水）日本 YMCA 同盟会館に栗本治郎理

事をお迎えして今期最初のメネット委員会が開かれ、

出席してまいりました。 

昨期はまだまだメネットになりたて、右も左もわか

らない状態からの参加でした。それが！今期は図らず

も書記として、大村知子委員長（三島クラブ）をサポ

ートさせていただくことになりました。 

 相磯優子直前委員長の昨年度の報告があり、例年

の絵本を贈る活動や秋のメネットの集い、東日本区大

会でのメネットアワーのほかに、２月には東西交流会

でのメネットアワーin御殿場があり、バザーも担当し

ました。 

 大村委員長は、今年度の活動は従来の絵本を贈る

活動や献金、国際プロジェクトへの支援のほかに、メ

ネットが減っていく傾向にある中で新しいメネット

活動新しいメネットのあり方を模索していきたいと

のことでした。 

メネットの登録費は昨年度からひとり200円になり

ました。それだけでもいいんだよということで、各ク

ラブお誘いいただければうれしいです。 

また、今年度の「ワイズメネットのつどい」ですが、

１１月２５日（土） 横浜 YMCAにて 10:00頃より  

と決まりました。 

正式な時間や内容はこれからですが、メネットだけ

でなくメンも参加できますので、おおぜいのご参加を

お待ちしています。 

 

 

 

  

 

 

      

 

 


